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中期戦略の概要

業務プロセス品質（効率化）お客さま対応品質

既存事業の強化・拡大
• ピカラ事業・データセンター事業・法人通信事業の収益基盤強化・拡大
• 環境とニーズの変化に対応した商材・サービスの拡充・強化
• 四電向けシステム開発・運用事業の強化

戦略的な投資

100億円程度

商品・サービス品質

新事業の開拓
+

企業体質の改善

目指す姿：『新しい価値を追求し、進化・成長するライフライン』

＋

 中期戦略では、５～１０年先を見据えた目指す姿として「新しい価値を追求し、進化・成長するライフライン」を
掲げ、そこに到達するために、既存事業を進化させるための戦略と、成長が期待できる新事業への展開に向けた方
向性を示す。

 目指す姿に向かって着実に進んでいくためには、会社の体質改善と強化が不可欠であり、企業体質として３つの品
質のステップアップ（「お客さま対応品質」「商品・サービス品質」「業務プロセス品質」）と、企業活動の原動
力である従業員にとって働きがいのある職場へのステップアップを図る。

障害対応監視体制および
障害対応窓口の整備

営業支援機能の
再編・充実

部門横断案件の
お客さま対応体制強化

全社品質管理
機能の強化

大規模災害に対処できる
高信頼性NWの整備

バックオフィス機能の
集約など など など

体
質
改
善

事業の進化・成長

働きがいのある職場へのステップアップ

働きやすい職場 やりがいのある職場
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１．当社を取り巻く環境（現状と今後）
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１．当社を取り巻く環境／事業構造の変化

 社会・生活・産業におけるデジタル化に伴い、データ活用が飛躍的に拡大・発展して行き、「データ駆動社会」の到
来が本格化してくるため、それを支えるICT産業（データインフラ）は俊敏な変化と高度化が求められる。

新しい技術体系の登場 既存事業分野での構造変化

「モノtoモノ」データ（IoT）
によるデータ爆発

データ通信の超高速化/多様化

大量データの
高速パターン
解析の進展
（AIなど）

通信と放送の融合進展
（ALL IP化）

データ通信市場の構造変化 ユーザニーズの変化

【個人分野】

【法人分野】

セキュリティリスクの拡大
「データ」が社会を動かす「データ駆動社会」へ
⇒ICTは「データインフラ」として重要な立ち位置

データインフラの重要性が一段と高まり、
ICT企業として、当社の役割・事業は拡大の方向

業界の構造やユーザニーズの変化に合わせ、
事業内容、組織体制などの変革(変化と高度化)が必要

ギガ テラ

•固定通信の超高速化(G⇒Tへ)
• 5Gモバイル/LPWA等の多様な
モバイル共存

•モバイル共用周波数帯の登場

•上位レイヤー（ソフト
ウェア）との一体化

• OTT事業者の進出
など

•人口減少と市場飽和
•サービス単位の競争
⇒ICT・エネルギー・
ポイント等を含む
世帯単位のバンド
ル競争へ

•クラウドや一体型ソ
リューション（フル
アウトソーシング）
等のニーズ拡大

分野・業界の垣根を
越えた競争へ



Copyright© 2019 STNet All Rights Reserved.5

２．「目指す姿」（５～１０年先を見据えて）
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２－１．当社が５～１０年先を見据えて目指す姿

 お客さま目線を意識しつ
つ、先進的な価値を開拓
する

 企業活動に関わるあらゆ
る品質のレベルアップを
追求し続ける

 既存事業は、ブラッシュ
アップを続け、進化する

 常に新しい領域・事業に
チャレンジし、成長する

 お客さまのビジネスや社
会を支えるデータインフ
ラとして、信頼される企
業（ライフライン）であ
り続ける

５～１０年先を見据えて

目指す姿

現在

新しい価値を追求し、進化・成長するライフライン

快適な暮らしと豊かな社会を実現するために、
情報通信のプロフェッショナルとして、
自らに挑戦し、未来を切り拓くことにより、
『信頼される企業』であり続けます。

ベースにある
企業理念

意
味
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２－２．「目指す姿」に向けた課題

 「データ駆動社会」到来に伴う厳しい競争の中で生き残っていくには、「常に新しいことに挑戦しつつ、先進的に進
化していく」姿勢が最重要である。

 一方、ICTが社会のデータインフラに進化していく中、事業基盤のライフラインとしての立ち位置や使命はさらに重
要度を増していくことになる。このため、企業体質や働く環境を改善しながら、これまで以上にお客さまから信頼さ
れる企業（ライフライン）であり続けなければならない。

想定される
２つの課題

対応

業界構造やサービス体系の変化に対応する
ため、事業構造を高度化する必要がある。

さらに複雑化・高度化するお客さまニー
ズに俊敏に応えていくには、従来の品質
管理や業務体制、仕事の進め方等をゼロ
ベースで見直す必要がある。

 データインフラ事業で生き残るため、常
に新しいことに挑戦し、先進的に進化・
成長する姿勢を最大の武器とする。

 既存事業は、将来に向けた成長の源であ
り、事業基盤の強化・拡大を図る。

 新事業は、事業環境を総合的に判断のう
えで、大胆かつタイムリーに打ち出す。

 業務の進め方を根本的に見直し、組織
体制のあり方や働く環境等のステップ
アップを通じて、品質面をはじめとす
る企業体質改善と、それを支える人材
がより能力を発揮できる職場や働く環
境を実現する。



Copyright© 2019 STNet All Rights Reserved.8

３．中期の事業戦略
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３．中期の事業戦略（基本方針）

事業の
進化・成長

 既存事業においては、顧客基盤の維持拡大に加え、更なる高機能化やサービス拡大な
ど環境変化を反映したブラッシュアップを図り、競争力を強化する。

 「システム」「プラットフォーム（PF）」「通信」の境界を越えて様々なサービスを
ワンストップで提供し、さらにそれらが融合した新たなサービスへの展開を目指す。

 新事業については、 5Gモバイル関連分野などをはじめとして、M&A等の投資戦略も
手法として効果的に組み合わせ、成長領域の開拓を図る。

企業体質の改善

 抜本的な体質改善に向け、３つの品質の向上を図る。

①お客さま対応品質

②商品・サービス品質

③業務プロセス品質

働きがいのある
職場への

ステップアップ

３
つ
の
取
り
組
み

 人材の確保・育成のための制度の整備を行い、社会問題である「働き方改革」に加え、
その先にある「働きがい改革」に取り組む。

Ａ

Ｂ

Ｃ

中期戦略では、通信からプラットフォーム、システム開発までのサービス提供を最大の強みと位置付け、
「今後、事業をどう進化・成長させていくのか」、それを実現するための「企業体質をどう改善していくの
か」、それらを支える人材について「働きがいのある職場へのステップアップをどのように図っていくの
か」という３つの論点から構成する。
全体を通して、四電グループの一員であることや、協業先・パートナー企業などとの連携・パートナー

シップの強化・拡大を重視する。
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凡例

円の大きさはおおよその
事業規模を示す

－１．事業の進化・成長の方向性（イメージ）A

収益性
低

高成長

ピカラ
(個人向け
通信等)

ピカラ
(個人
向け通
信等)

データセンター(DC)
・クラウド

プラットフォーム
ほか(DC除く)

法人
向け
通信

法人
向け
通信

フィーモ

システム
開発運用

現在
の姿

将来
の姿低成長

収益性
高

新規領域
・サービス

将来に向けた新規
領域・サービスの
育成に取り組む

パワリコを中心に規模を拡
大しながら、償却進展とと
もに利益を好転させる

ピカラ、電気等との一体
提供、固定通信との融合
を軸に、規模拡大と収支
改善を進める

価格低下と市場縮小
の中でも、通信ＮＷ
強靭化や高品質化に
より利益を維持

四電向けをＳＩのコア事業と
して注力
一般向けはICT関連業務のフ
ルアウトソーシングを目指す

セキュリティ分野やIoT
等の基盤構築などの新
しい取り組みを進める

規模の成長率は低下するが、
ケーブルテレビや電気との連携
強化などを通じて、より安定性
の高い事業へと進化させる
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個人向け通信

 ピカラのシェアを維持・拡大し、契約数32万件（2023年度末）を目指す。

 設備共用スキームを軸とした地元ケーブルテレビとの関係について、業務の持続的
展開や効率化を目指してさらなる連携強化を図る。

 モバイルを含む個人分野の市場は、FTTH+スマホ+エネルギー+ポイント制といっ
た複数サービスをまとめたバンドルサービス競争へ移行しつつある。そのため、主
に一般企業と協同して実施しているバンドルサービスを、四電グループの連携の下
強化し、ケーブルテレビ・電気のお客さまに対して一体営業を行うことで、未契約
客層の開拓（新たなターゲットへの訴求）を行う。

 フィーモ（格安スマホ）はバンドルの有力商材の一つであり、ピカラ・電気をはじ
めとする四電グループ内の既存サービスの契約者を有力ターゲットとして契約数拡
大を図る。

目標：フィーモ契約数5万件（2023年度末）

法人向け通信

 市場は縮小傾向にあるものの、今後とも主力事業と位置付け、収益を確保していく。

 携帯事業者向けをはじめに、事業形態変化に対応したサービスメニューの整備をタ
イムリーに進める。

 データインフラ事業者の競争力である、高機能で信頼性の高い役務提供を維持・強
化するため、次世代通信ネットワークの構築（強靭化、高機能化）投資を戦略的に
進める。

 IoT向けLPWA、法人閉域モバイルアクセス、Wi-Fiなど、目的に応じた多様なモバ
イルアクセス提供を積極的に推進していく。

－２．既存事業の取り組みA

ピカラ
フィーモ
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システム開発
運用・保守

データセンター
&

プラットフォーム

 データセンター事業は、パワリコを中心に位置づけ、高品質なファシリティに加
えて運用力の強化に注力することで事業規模を着実に拡大していく。
（2019年11月に2棟目となるS棟竣工予定。2027年度までの満床を目指す）

 パワリコおよび松山データセンターの２拠点への集約により、運用力と採算性を
向上する。

 セキュリティ分野を中心にさらなる事業強化・拡大を図る。その一環として、セ
キュリティ運用・対応力向上を目指したセキュリティ・オペレーションの具体化
検討を進める。

 四電向けのシステム開発を当面の最重要課題と位置付け、業務の再編や人的リソー
スの集中化などにより、高品質なサービス提供ができる万全の体制を整える。また、
首都圏での活動は、最新技術のスキル習得などの人材育成の場と位置付け、成果を
四電向けにフィードバックする。

 一般向けのシステム事業は、四国内の主要なお客さまを対象にして、システム開発
業務の商談を契機としたICT関連業務のフルアウトソーシング（一括おまかせ）を
目指す。

－２．既存事業の取り組みA
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－３．新事業への取り組み（方向性）

5Gモバイル関連

政府の「5Gにおける共用周波数を
使ったサービス提供モデル」の動
向を注視しつつ、セルラー事業者
等へのマイクロセル設備提供（イ
ンフラシェアリング）の検討を進
める。

AI+IoT
プラットフォーム

AIを使ったデータ分析やセキュリ
ティ機能を具備した将来型プラッ
トフォーム提供の事業性検討を進
める。

セキュリティ分野

変化するセキュリティ脅威に対応
するため、ログ監視におる予防・
検知を行うセキュリティ・オペ
レーション機能を含め、自社のセ
キュリティ機能向上等に取り組む。

データ
駆動社会
の進展

更に高度な
セキュリティの提供

データインフラに
求められる各種機能への

対応を志向

データ
インフラ
への進化

次世代高速
通信への対応

データ駆動社会の
基盤となるAI，IoT
対応プラットフォー

ム機能の提供

提携や出資(M&A)
を通じた有望な
事業領域への進出

研究開発機能の強化により先端技術分野における新たな価値創出や新事業の可能性を追及

A

今後のデータインフラに不可欠なデータ解析技術（AI
など）やセキュリティ分野などに強みを持つ法人に対し
て、当社の事業領域拡大や相互の人材交流・育成の観点
からM&A（出資）や業務提携を検討する。
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．企業体質の改善

お客さま対応品質の
向上

商品・サービス
品質の向上

 品質管理に関する全社大での取組みを統制するとともに、主管部門の品質
管理の取組み状況をモニタリング・アドバイスする部署として、新たに
「品質管理部」を設置する。

 大規模災害にも対処できる高信頼性ネットワークを計画的に整備する。

など

業務プロセス品質の
向上

 お客さまへのワンストップ・ソリューションの拡大や、集中支援が必要な
大口顧客に対応するため、販売支援機能の強化と案件のプロジェクトマネ
ジメント体制の強化に取り組む。

 バックオフィス機能（契約管理、請求・債権管理等）を一元的に実施する
「業務部」を新たに設置し、業務品質の向上や、内部統制機能の強化を図
る。

 事業環境の変化に対応した組織・業務内容の見直しや業務の効率化を適宜、
柔軟に行う。

など

 各サービス毎に独立した監視機能を統合し、監視機能間の連携を強化する
とともに、お客さまからの障害に関する問い合わせや、さらに高度な技術
相談を一元的かつ迅速に対応できる体制を整備する。

 当社へフルアウトソーシングするお客さまへの対応品質の向上のため、
「お客さま対応窓口機能」を充実・強化する。

など

B
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．働きがいのある職場へのステップアップC

【いきいき社員像】【働きがいのある職場とは】

働きやすい職場 やりがいのある職場

 長時間労働がなく、計画的
な休暇取得ができる

 仕事と生活の調和がとれて
いる

 適正かつ納得感がある処遇
である

 快適なオフィス空間がある

 マネジメントに対する信頼
がある

 前向きな明るい職場で、仲
間との連帯感がある

 仕事を通じた成長を実感で
きる

 仕事への誇りを感じ、職場
が自己実現の場である

心身共に健康で、快適に
働き続けるための労働条
件やオフィス環境などの

職場環境の向上

職場の一体感や上司との信頼
関係など、当社で働くことが
できてよかったと実感できる

職場風土の改革

 当社の目指す姿へ到達するための原動力は社員であり、その第一歩は、社員の幸福度を高めることにある。このため、
一人ひとりが、いきいき社員として活躍できる働きがいのある職場を目指す。

(掛け算)
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４．数値目標
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４．数値目標

【数値目標】

●営業利益額 ６５億円以上（2023年度）

●営業キャッシュフロー ４７０億円以上（5ヵ年累計）

【経営指標】

●成長（戦略）投資額 １００億円程度（5ヵ年累計）


